研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　職　種　看護師　　　　氏　名　　小向　由紀

	期　　間　　平成　26年　10月　１6.17日

	出張目的　全国介護老人保健施設大会参加のため

	出 張 先　盛岡駅周辺施設

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞
全国大会への参加という事で、例年よりは時間をかけ研究を進め研究に臨んだ。発表のテーマとしてはやや物足りなさを覚えたがそこは細かな実施でカバーである。再三の見直しと予演会を経て当日に臨んだ。今年はお隣岩手県という事もあり、参加者は多めにして、より多くの職員に全国大会の規模を経験してもらいたい、という希望もあった。例年よりは人数多く、どちらかというとベテランの職員を参加対象で選んでいる。私自身は他の全国の規模の大会の経験は何度かあるが、今回の参加者の多くは、全国大会は初めてで、発表というプレッシャーもあり落ち着かない様子で前半の時間を過ごしていた。みな思い思いに聞きたい発表、見たいポスター、触ってみたい介護用品などの会場に散り大会への参加を楽しんだ。

発表の傾向として感じたことは、介護の現場での人員不足・人材不足・職員のストレス過多は全国的な問題となっている。これらの問題を軸に、業務改善や職員へのアンケート調査、教育・指導方法の検討などが多く、目新しいテーマはあまり見られなかった。それだけこの問題は深刻と感じられる。新たな職員の増加がみられないのであれば、現在いる職員を大事に育てよう、という傾向でもある。また、高齢者は増えているはずなのに利用率の低迷も多くの施設で問題となっているようである。サービスの競争の時代となっているので、選ばれる施設になる努力、は重要である。

ケアの実際の中で目をひいたのは水分摂取の問題である。１日に1500Mlの水分摂取により自立支援、ADLの向上、自立度アップなど複数の発表がみられた。現実的に1500MLをどのように摂取させているのかは疑問だが、高齢者は常に脱水傾向なのは事実であり、水分摂取により情動の安定が図れADLが向上するのならば素晴らしいことである。日々のケアに取り込んでいきたい。

今回の発表を聴講した者はみな、なにか「おっ」と感じたものがあったはずである。忙しいから、と毎日を漫然と過ごすのではなく、何か一つでも聞いたことを真似して取り入れ、日々のケアに生かせていけるように。閉鎖された施設の中でのケアに満足せず、外部との接触を図り新しい取り組みを行っていきたい。

＜要旨＞
1 管理運営

・人事考課制度：人事考課・給与・教育研修を三位一体として構築し全職員に年２回の上司面接を行い、全部で９つの階層に分けている。面接や評価を行う事で個人の目標を明確にして質の向上を目指している。

・スタッフレクレーション：人員不足とそれによる業務多忙によるストレスの連鎖。職員のストレス軽減を目指した取り組み。まずは集まって話をする。→職場内でデリバリーによる食事会。その後集まって何かをしよう！→ボーリング大会やどっちボール大会につながっている。会を続けていくことにより親睦が深まり連帯感を生みだしている。

・ストレス管理：人員不足から来るストレス。介護員の現状を知るために年２回のアンケートを実施。内容からストレスの内容を導き出し、業務改善につなげる。改善により職員のストレスが図られた。

・できる介：施設内でケアに生かすため専門職（リハ）の勉強会を行いスキルアップを図っていた。しかしこれは勤務時間外に１時間以上の勉強会を定期的に行っていたため、職員の負担ともなっていた。そこで、勉強会の仕組みを変え、１０分前後の超短時間でコンパクトに行うようにした。時間は短いが、職員の負担は減り、勉強会を継続することが出来ている。

＜考察＞：どこの施設でも人員・人材不足とストレスは大きな問題となっている。人員不足の解消法はなく、今いる職員を大事に離職させずに育てていかなければならない。また、業務繁多によるストレス解消のため、アンケートの実施によるストレスの内容を知る。各種レクレーションの実施により親睦を深め離職予防につなげる。業務改善を図り業務の効率化を図る、など考えられることはやはり同じである。人員不足は全国的な問題となっていることが感じられる。

2 全般的なケア

・病院併設の老健施設における疥癬感染対策の経験：同一建物の違う階に病院と施設があり、一方で疥癬が発症した場合、エレベーターなど共有する部分もあり感染するリスクが高い。以前に発症した経験を踏まえ予防対策、感染時の対策を実施している。駆除剤は間をおいて２回内服する必要があり、患者だけではなく職員も内服している。使い捨てのガウンはビニール製の物を使用している。また、疥癬の診断は非常に難しく顕微鏡での発見が困難であり、顕微鏡検査で発見出来なくても疥癬の診断をつけ治療を行う例も多かった。

・自分らしく、楽しくをあきらめない：ダイバージョナルセラピー（老いるを楽しむこと、最期まで自分らしく楽しく生きること）をモットーに施設の中で利用者への取り組みを行っている。事例として、神職にあった人の希望で施設内に神社を作り皆でお参りをしている。など、個々の
夢に向かったプロジェクトを展開している。

＜考察＞：今のあるがままの姿を受け入れ、もう年だから、など言わずに多くの夢を持ってもらいその実現のためのケアを毎日のケアに組み入れる。非常に理想的な施設の成果である。施設の中でも何も自由な事が出来ない。決まり切った生活しか出来ない、と思いがちだがそんなことはない、と目を覚まさせてくれる発表が多かった。

3 全般的なケア

・介護の気づき！介護の力！自立支援の取り組みから：自立支援に向けて水分量の確保に取り組んだ。水分チェック表を用い、１日1500MLの水分摂取をさせている。根拠に基づいた水分摂取を行っている。入所時に歩行器を用いての歩行だった人が１年後には自立歩行で表情も明るくなっている。このケアの実施の中で、職員の意識に差がみられてきた。課題に取り組む中での自立支援に対する職員の意識向上の変化を、アンケートを行い把握した。

・根拠に基づいたチームケアの確立、充実を目指して：ISSO取得している施設である。既存の委員会から利用者のニーズに対応することと、根拠に基づくケアの実施の為に法人内の組織改革が必要と考え、業務委員会を設立し、介護・看護ケアの見直しを図っている。

＜考察＞：他にも水分摂取による自立支援、活動性の向上を目指す発表がみられた。水分摂取が高齢者に重要なのは理解できるが、現実的に１日に1500MLの摂取は困難である。実際の摂取方法が述べられてはいなかったが、摂取により身体の状態が安定し、情動の安定が図られるだけはなく、ADLの向上や本人の意欲の向上にもつなげる事が出来るのであればぜひ実践したい。

4 全般的なケア

・経管栄養者受け入れに伴う問題点と工夫：経管栄養を行っている方で、自己抜去の老い方にはミトンを使わざるを得ない。この施設では個人の店（服飾加工の出来る店）と提携しオリジナルのミトンを作成している。従来品を改良し、本人へも職員へも優しい作りになっている。洗濯も可能、拘束していながらも家族などの面会時には手を触れることが出来る。故障の心配も減る、といいことづくしである。拘束がないことが理想だが、せざるを得ない時には最小限にとどめたい。（写真を添付、料金は既製品の物と同じ金額で作成してくれている）

・身体拘束ゼロへ：前述と同様ミトンの工夫である。ミトン使用している方の拘束解除に向け、ミトンではなく手袋を使用している。手指の自由がきくよう５本指の手袋である。自己抜去のリスクの高い方へは、第１指と第２指に綿を入れた風船状の物を縫い付け、気をそらし、また抜けないような工夫がしてある。このことでミトン着用者は減少した。しかし、この手袋の使用もまた、拘束にあたる、という考えをもっているため、今後はこれも撤廃できるよう取り組んでいきたい、とのこと。（写真を添付）

＜考察＞どちらも、拘束解除にむけた取り組みである。質問者から、精神科併設であり、認知症の方が多く、どうしても薬剤に頼る、すぐにミトンをしてしまう傾向がある。見習って工夫によりミトン等による拘束を減らしたい、との意見があった。確かにミトン拘束が解除できればそれはいいことである。しかし、自己抜去が現実に何度もあり、その度再挿入を行う本人への苦痛や多くの合併症のリスクを考えると、本当にそれが一番なのかと考えざるを得ない。その方の状態を見極め、最優先されるものは何か、を考えケアに臨みたい。もちろん、漫然と行うのではなく、ミトン拘束をなくす努力はしていかなければならない。

5 医療と看護介護

・各痰吸引研修後の振り返りと意識調査：増え続けている介護職員による吸引研修終了の介護職員。実施後３年を過ぎたことから、介護・看護職員へのアンケート調査と介護職員の手技の確認を行っている。手技では、忘れていることや自分なりにアレンジしてしまっている事も多く、再確認となり基本に忠実な手技を再度実施できるようになった。アンケート調査では、介護職員の吸引の必要性を感じる職員が多く、実施してもらう事で自分たちの業務の負担が減る、と感じている看護職員が多かった。今後も定期的に手技の確認を行っていく必要がある。

・介護老人保健施設入所中の高齢者の下肢浮腫の原因：多くの原因が低栄養である。と結論づけている。しかし、栄養士との共同研究ではなく、原因はわかったが、改善へのr取り組みはないようだった。

・留置カテーテルに頼らない生活を。排尿援助の取り組み：様々な理由により膀胱留置カテーテルを挿入している方がいる。今回の事例では尿混濁や浮遊物で週に１回ペースでの交換が必要で、本人の自立への意識もありカテーテル抜去を強く望んだ方への取り組みである。結果として抜くことが出来ている。その取り組みの中で、クランベリージュースの内服があった。クランベリージュースは賛否両論だが、膀胱炎などの症状に効くとされている。発表者は効果はなかった、としていたが実際に尿検査の結果は改善してる物もあった。

＜考察＞：各痰吸引研修に関しては、今年度当法人、自分自身が取り組んでいるものである。３年取り組み、一旦区切りとして手技の確認や意識調査を行っている。３年で実施が定着しつつあると感じられ、抵抗なく看護・介護職員へ受け入れられているようである。多くのリスク要因を乗り越え定着するまでは苦労があったと思う。だが実施により助かる、と看護職員が思うようになり、利用者へのケアへも生かされていると感じる。今後の法人の方針はまだ検討中だが国の方針で介護職員の各痰吸引は実施の方向で動いている。介護職員の知識の向上を望みたい。
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